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い

よ

い

よ

第

七

回

切

り

絵

大

河

コ

ン

ク

ト

ル

入

選

展

始

ま

る

期

間

四

月

十

三

日
（
土

）
上
（

月

十

七

日
（
月
）

゛
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
。

・
於
・
い
て
　
日
本
切
サ
絵
百
景
館

四

ヶ

月

間

冬

季

休

館

と

な

っ

て

い

た
・
日

冰

切

１．り

綸

館

は

、
．

四

．’月

十

三

日
（

土

）
に

開

催

す

る

‘・・

オ

ー

プ

エ

ン

グ

プ

平

ス

テ

ネ

バ

ル

を

皮

切

り

に

第

七

回

全

国

切

り

絵

大

河

コ

ｙ

ク

ー
・
ル

’展

を

六
ヽ
月

十

七

且

月

）
ま
・
で

開

催

す

６
.
竃

び

と

な

ず

ま

し

九

プ

廣

ぴ

絵

大

河

コ
．
ン

ク

ト

ル

は

、

平

成
・

畑　 徳 江向 日葵( ひまわり)

二

十

泗

年

、

面

内

外

の

’ 絵

画

の

社

費

展

化

諮

二

極

的

・
化

挑

戦

し

、
』
欧

果

を

為

げ

す

る

実

か

を

・

’
養

う

た

め

に

、

大

型

（

二

十

号

～

五

十

号

）
の

ご
公

募

展

を

開

催

し

た

こ

と

に

始

ま

り

ま

す

。

∠

’
大

型

の

作

品

に

挑

戦

す

る

こ

と

は

、

構

図

の

組

み

方

、

下

絵

の

描

き

方

に

工

夫

を

要

し

切

り

込

み

の

作

業

、

仕

上

げ

に

も

大

変

な

土

ネ

ル

ギ

ー

を

必

要

と

い

た

し

ま

す

。

さ

れ

ば

こ

そ

、

こ

の

？

ン

ク

ー

ル

の

挑

戦

に

Ｉ
　
　
　

－
　
　
　
　

■
Ｉ
■
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ■

整

｀

を

も

つ

言

（

回

の

入

腰

静

に

明

曼

賞

■Ｉ－
■
■－
Ｉ
　
　
　

Ｉ
■■■
　
　
　
　
　
　

Ｉ－
■
　
Ｉ■
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Ｉ

を

贈

り

、

切

り

絵

芸

術

家

協

会

の

加

入

者

（

呂

×

咎

）

に

切

り

絵

芸

術

家

の

称

号

を

贈

る

こ

に

な

肛

ま

し

た

。

平

成

三

十

｝
年

二

月

現

在

、

切

り

絵

芦

術

家

協

会

員

は

十

四

名

で

す

。

さ

ら

に

国

内

外

の

公

募

展

に

応

募

し

、

成

果

を

あ

げ

る

方

も

お

ら

れ

ま

す

。

・

・

こ

の
・
コ

ン

ク

ト

ル

の

審

査

に

は

、

こ

全

国

切

り

嶮

同

好

会

の

会

長

、

秘

会

長

一
　
　
・
Ｉ一

”

Ｉ一
ｌ
　
ｌ
’
－
‐
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
Ｉ

が

あ

た

・
つ
い
て

お

り

ま

す

・

’
平

城

ナ

七

嘩

犬

切

り

絵

は

黒

い

線

を

大

ず

に

す

る

美

術

で

あ

る

と

の

籐

摩

の

か

ｒ
　
　
　
　
　

・
’

″ｃ
　
一

と

杞

、

カ

ラ

ー

作

品

の

制

作

に

は

着

色

Ｉ－
　
一
　
　

一
　

““Ｉ
Ｉ
　
　
　
Ｉ

。
・

Ｉ

に
っ
い
て
は

“
の
濃
淡
に

し
が
必
要
な

時 段

一
　
一・

黒

い

線

で

囲

う

こ

ぺ

色

一．

Ｉ
　
一
　
　
　
　
　
ｌｒ
ｌ
　
　
ｌｌ
一

差

を

つ

け

な

い

こ

・と

段

差

”

‐

’
　

一

は

黒

い

線

を

い

れ

る

こ
・
と

こ

を
き
め
ま
し
た
・

こ
の
こ
と
に

よ
っ
て
・
ご

切
’り
絵
の
創
作
に
あ
た
っ
て
の
要
点
が

・

定
ま
り
、
全
国
切
り
絵
同
好
会
主
徽
の

コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
基
準
を
確
立
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
勿
論
応
募
作
品

は
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に
限
定
い
た
七
て

お
り
ま
す
。

＼

’

第
七
回
切
り
絵
大
河
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
群
の

訴
え
る
ぢ
の
’・

展
示
さ
れ
た
作
品
の
内
容
は
、

○
樹
の
大
木
の
生
命
力
に
感
動
を
お
ぼ
え

克
明
に
え
が

い
た
も

の
、

〇
民
家
や

旅
館

。
武
家

屋
敷
等
に
郷
愁
を

抱

い
か
せ

る
も

の

○
自
然
に

よ
く
調
和

じ
た
神
社

、
仏
欄
、

○
花

の

い
ろ
ど
り
、

○

人

の
愛

の
絆

を
豊

か
に
描
い
た

作
品
ゲ

○
森

羅
万
象

の
動

き
を
イ

メ
ー
ジ
に
篠

表
現
し
た

も
の

・○
物

語
、
歴
史
、

史
跡
に

か
ん
す

る
も
の

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品

を
じ

っ
く
り

。味
お
う
・

縄

文
以
来
、
。日

本
人

が
育
て
抱
い
て
い
る

造
形

の
美

に

通
ず

る
意
識

を
感
じ

る
の
で

あ
り
ま
す
。

一 一（ Ｏふ ． ■■㎜ ㎜--
二W

一 一 一 一 一



本

部

会

員

の
ひ
ろ

ば
　
　
　
　
　
　
　

丿

全
国

切
り
絵
同
好
会
で
は
、
切
り
絵
大
河
・＝
レ
グ
ー
ル
の
。

六
回
の
入
選
者
を
切
り
絵
套
術
家
協
会
の
会
員
に
推
薦

致
し
、
総
会
に
お
げ
て
切
り
絵
奈
術
家

の
称
若
を
鰹
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
師
範
の
経
歴
者
が
八
十
歳
に

進
じ
た
・・

場
合
永
久
会
員
に
推
戴
い
た
し
て
お
サ
支
れ

。

永
久
会
員
　

森
　

愛
子

永
久
会
員

永
久
会
員

永
久
会
員

金
井
　
勁

須
栗
孝
雄

会
長

コ
・
後
藤
伸
行

副
会
長
　
河
江
文
比
呂

副
会
長
　
松
本
耳
一

副

会

長

副

会

長

旅

緻

・

幄

鉦
『・

師

範

乱
・

師

屹

葡

肩

師

範

師

範
師

範
・
’

師

範

師

範

準

師

範

準

師

範

準

師

範

準

師

範

準

師

範

加

藤

恵

美

子

須

貝

京

子

葬

田

停

玉

川

条

秀

や

戸

田

幸

子

名

取

政

一

郎
・

水

谷
　

勇

中

山

光

子

山
峙

育

子

｀

加

尋

三

郎
・

斉

藤

千

疵

石

清

水

泉

’
。

。

広

洲

司

畑

’
徳

江

滑

川

秀

子

垂

耳
都
武
蔵
村
山
市

新
潟
県
燕
市

新
潟
県
新
温
市
＼

群

馬

県

川

番

村

東

京

都

大

田

区

群

馬

県

高

崎

市

茨

城

県

ひ

た

ち

な

か

市

有

玉

県

上

尾

市

岡

は

県

津

山

市

‥

兵

庫

県

酉

宮

市

。一

一
　
丿
　一
　一

埼

玉

県

小

川

町

神

奈

川

県

横

浜

市

富

山

県

高

岡

市

東

京

都

調

布

市

愛

知

県

東

海

市

。

・

群

馬

県

伊

勢

崎

市

一

東

京

都

武

蔵

野

市

べ

埼

玉

県

朝

霞

市

窯

山

県

富

山

市

新

潟

県

新

潟

市

新

潟

県

新

潟

市

埼

玉

県

上

扉

市

茨

城

県

小

美

玉

市

’
　
　
　

一
　一

I
X
I
 
r
1
1
　
=
g

講
師
講
師
講
師
講
師
講
師
講
師
講
師
講
師
講
師
講
師
講
師
講
師
講
師

’
Ｓ
師
講
師
講
師
講
師
講
師
講
師
講
師
講
師

講

師

講
師
講
師
講
師
講
師
講
師
講
師
講
師

］
講
師

平
　

章
弘
　

東
京
都
小
平
市

相
渾
　
美
智
ｔＰ

Ｗ
玉
県
寄
居
町

フ
新
井
　
参
枝
　

埼
玉
県
寄
居
町

伊
藤

芳
枝

岩

押

正
男

小
涸
部
邦
子

、川
田
　

富
美
子

下
田
　

順
子

高
岸
　

啓
子

高
橋
’・

勇

田
冲

・
孝
子

田
中
・

忠
義

都
築
丿
ひ
・
ろ
み

都
所

丿
　
壮

生

井
　

規
友

。

奈
良
岡
和

美

林
　

君
江

。

日
痢
野

光

司

藤
井
　

隆
二

篁
・
野
　

三
敲

前
田

・
律
枝

小

森
　

初

美

森
田
　

洋
子

山
崎
　

恵

・山
田
　

積
昭

山
田
　

好
美

吉
田

慶
助

・

和
田
　

功

渡
逡
　

妥
夫

高
橋
　

ミ
チ
子

埼
玉
県
吉
見
町

埼
玉
県
上
尾
市

茨
城
県
城
里
町

群
馬
県
伊
勢
崎
市

茨

城
県
ひ
た
ち
な
か
市

群
馬
県
高
崎
市

東
京
都
武
蔵
村

山
１‐

貢

京
都
瑞
穂
町
．

群

馬
県
高
崎
市

埼
玉
県
熊
谷
市

埼
玉
県
毛
呂
山
市

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

富
山
県

高
岡
市

．群
馬
県
高
崎
市

・
神
奈
川
県
川

崎
市

梅

玉
県
狭
山
市

・

茨
城
県
ひ
た
ち
な

か
市

富
山
県
小
矢

部
市

群

馬

県

高

崎

市

ご

富
山
県
小
矢
部
市

新
潟
県
貧

潟
市

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

埼
玉
県
桶
川
市

北
海
道
北
斗
市

栃

木
県
足
利
市

茨
城
県
ひ
・た
ち
な
か
市

東
京
都
瑞
穂
町

．

剱

講
師
講
師

。修
士
修
士

修
士
修
士
修
士

准

士
修

士
修
士

修
士

・
修
士

一
修
士

｛

修

士

・
修
士
修
士
修
士
修
士

修
士
修
壮
修
士
修
士

修
士
。

・
修
士
修
士
修
士
修
士

牧
田
増
子
三
宅
茂
木

英

竺
　
　

埼

玉

県

末

Ｅ

加

美

江

子

へ

福

島

県

福

島

市

亮

子
　

。・
北

海

道

函

館

市

愛

子
　

。

群

馬

県

高

吟

市

Ｉ
　Ｉｒ
ｓ
　
　
ｒ

新

井
こ
豊

一
　

富
山
県
氷
見
市

荒
沢
　

利
子
　

東
京
都
武
豪
村
にμ

飯
塚

・
邦

彦
　

神
奈
川

県
横
浜
市
・

内
山

総
司
　

茨
城
県
日
立
市

太
田
恵
美
子
　

東
京
都
新

宿
区

岡
崎
　

恵
子
　

埼
玉
県
熊
谷
市

岡
原
’
範
子
　

東

京
都
嘔
生

金
谷
真

佐
美
　

富
山
県
小
矢
部
市

金
子
　

幸
子
　

埼
玉
県
熊
谷
市

衣
山
　

国
愛

．埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

小
山
　

静
子
　

埼
玉
県
桶
川
市

豊
田
　

征
一
　

富
山
県
高
岡
市

仲
野
　

正
子
・
　
東
京
都
羽
村
市

中
村
佐
代

子

．富
山
県
高
岡
市

奈
良
イ
チ
　
　

埼
玉
県
深
谷
市

日
熊

．
映
庚
　

埼
玉
県
朝
霞
市

広
瀬
　

正
巳
　

群

馬
県
高
崎
市

福
島
あ
け
み
『

埼
玉
県
上
尾
市

藤
井
　

寛
治
　

富
山
県
富
山
市

星
野
・
昇
　

・
埼
玉
県
桶
川
市

星
野
谷
卓
行
　

茨
城
県
日
立
市

坏

・
道

和
　
　

茨
城
県
水
戸
市

谷
　

正
幸
　
　

神
奈

間
県
横
浜
市

佐
々
太
｝

静
子
　

東
京
都
東
大
和
市
’

東
山
　
博
　
　

レ
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市

本部会樵になって２年以上、全国切り絵こ==?ンクこル(三々の聊以内)に２回以上

入選し 大河コンクールに２回以上出品している方は修士に詔定されます。
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第
一
回
　
切
り
絵
芸
術
祭

（

新

年

号

制

定

初

の

イ

ベ

ン

ト

）

－
　
　
　
Ｅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『

第

一

会

場

日

本

切

り

絵

百

景

館

開

催

期

間
　

六
月
十
九
日

（
水
）～
八
月
十
九
日（
月
）

第
二
会
場
　
吉
井
文
化
会
館

開
催
期
間

展
示

（
土
信
電
鉄
吉
井
駅

か
ら
徒
歩
五
。分
）

十
月
三

日
（
木
）
～
十
月
十
三

日
（
口
）
正
午

○
切
り
絵
芸
術
家
協
会
会
員
の
切
り
絵
　

二

十
五
点

○
第
七
回
き
り
え

絵
大
河

コ
．ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品

十
点

○
切
り
絵
燈
篭
～
五
基

切り絵燈篭　大漁旗

囃樹聯句聯聯畿呻贈順識謳 扉絵降
切

り
絵
の
応
用
に
つ
い
て
（
燈
篭
の
制
作

を
め
ぐ
っ
て
）

神
浴
雪
子
氏
の
源
氏
物
語
の

切
り
絵
を
題
材
に
、
滋
賀
県
龍

王
町
に
お
住
ま
い
の
白
川
１‐
代

次
氏
が
竹
燈
篭
を
作
り
切

り
絵

と
竹
燈
篭
の
コ
ラ
ボ
展
ヲ
切
り

絵
百
景
館
に
お
い
て
開
催
し
だ

の
は
、
平
成
二
十
九
年
七
月
で

し｛
≒

浮
き
出
る
美
し
い
絵
と
光
の
ぬ

く
も
り
は
私
の
心
を
と
ら
え
ま

し
衆
。
江
戸
時
代
に
お
い
て
燈

篭
に
切
り
絵
が
使
わ
れ
て
い
ま

し
た
の
で
、
物
語
を
表
現
し
、

訴
え
る
力
を
存
分
に
発
揮
し
て

い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
ぃ

埼
玉
県
小
川
町
の
戸
田
幸
子

さ
ん
か
ら
水
車
を
テ
ー
マ
と
し
た

切
少
絵
の
燈
篭
を
観
光
の
イ
ベ

ン
ト
に
出
品
し
た
と
こ
ろ

賞
を
受
け
た
と
の
連
絡
を
う
け
、

私
は
「
切
り
絵
燈
篭
の
制
作
に

関
心
を
い
だ
て
い
る
’一

と
話
し

ま
し
た
と
こ
ろ
燈
篭
の
骨
組
の

材
料
を
お
く
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

新
企
画
と
し
て
「
切
り
絵
芸
術

祭
」
を
開
催
す
る
に
あ
た
り

．
私

く

し

が

刊

行

し

た

画

文

集

か

ら

範

を

と

り

切

り

絵

燈

篭

を

’

数

点

作

り

上

．げ

る

こ

と

に
　

１‐
．．
‥い．・

い

た

し

ま

し

た

．
　
　
　

卜

だ

糠

た

ま

平

誠

二

十

九

年

半

ば

身

辺

憐

い

ろ

な

こ

と

が

起

き

じ

っ

く

り

と

切

り

絵

の

取

材

や

、

創

作

に

う

ち

こ

む

こ

と

が
・
、

で

な

く

な

り

ま

し

た

．

そ

ん

な

時

、・

私

の

ご

を

』雁

す

ま

と

て

く

れ

た
の
は
1
1
‐
.切

り
絵

燈
篭

の
制
作

の
だ

Ｉ

め ’

カ ・

ツ

ク セ
．

１

を
j

動 ＼

か

す

Ｗ
に．
ど

で

し

Y ‾’‾

‐‐
･だ
。
次
第
に
往

年
の
き

り
え
に

か
け
た

情
熱

が
よ

み
が
え

り
、
取
材
の

構
想
も
わ
き
た

っ
で
き
ま
し

た
。

燈
篭

の
他
に

弱

っ
た
心
を
な

ぐ
さ

め
て

く
れ

る
、

ク
ッ

シ
ョ
ン
の
役

割

り
を
果
た
し
て
く
れ
る
創
作

の

楽
の
し
み

方

が
あ

る
の
で
は
な

い

か
と
思
っ
て

お
り
ま
す

初
心

者

の
方
に
も
喜
ば

れ
て

い
る

こ
之

を
申
し
添
え
、
そ
の
た

め
の

教
材
集

も
発
行
し
だ

い
と

っ
て
考

え
で
お
り
・
ま
す
。

（
後
藤

伸
行

。）

-

ジ
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第２４回　 群馬県 切り絵同好会
作　 品　 展

ｇ ψ

復興後の五溥六角忿　　川田　富美子

［会 期 ］

平成３１年年４月１８日（木）～２３日（火）

午前10 時４ 午 後17 時
［ 会 場 ］

Ｎ ＴＴ 束 日 本 群 馬 支 店 Ｙ Ｏｕ ＨＡＬＬ

高 崎 市 高松 町３番 地

問含せ先０２了－ａ６１－５４９３｛入 擲 無 料 ｝

主 拙 ：群 馬 県 切 り 綸 同 好 会

｡
り 謳４閑『

第１７回

埼玉県切り絵同好会グループ作品展

IF11 ¬･●　　　　　　 番っていかない　　 切り給　 都築 ひ,ぞtみ

禦昌緊jお ぶけヅ
初日は午後１時より

‘　 最終日は午後 ４時まで
白麺シ

◆ 倅肺教室あります
㎜
埼玉伝統工芸会館

●II 埼玉県切り絵同好会

回 國 全国切り絵同好会

東 武 東上l県 ・JR 八 高線

小 川町駅下jSI

バ ス ーパ ー ク ヒル 行 き-１

埼玉 伝統工 芸 会 館前７ 車

４ｒ
｀゙ Ｋ"･りJ り･'-"･

鸚顧 敲≠為拶

2019年　４月　13日(土)午後↑時より

UIリ絵入河展　表彰式

１時うＯ分よリコンlf－卜

Ｌ

汐

ｆ

八館無料

〇 楽器演奏

○ ギ９－弾さ語り

ピアノ　山田啓子、 フjt 卜゙山田裕子

清籐　敦、 後藤徹哉

ｏ ぶｒ リ　　　 と`じょう掬 い

○ み/１な ‾ご歌∂ご;う ～歌 声 ギャラリ

一 ＝｡ 一一

一 (４)

山銀久征

＝J=- 一 一 一

Ｕ
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